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【受賞功績の紹介】

昭和 58年に東京芸術大学大学院修士課程を終了後、北海道教育

大学で音楽教育の道を歩み、熱心な指導により後進の育成に努

める一方で、作曲家としても精力的に活動を展開している。そ

の作品は様々なコンクールで優秀な成績を収める。

氏の作曲活動は幅広く、管弦楽曲、室内楽、合唱曲から、アジ

ア競技大会や世界陸上などの世界規模のイベント音楽までをも

手がける。また、諸外国の音楽イベントに招かれ講演を行うな

ど、国外でも注目されるその活動は、本市の文化振興に大きく

貢献するものであり、今後さらなる活躍が期待される。

【受賞者の主な経歴】 （受賞時点の内容です）

昭和５４(1979)年　　東京芸術大学音楽部作曲科卒業 

昭和５８(1983)年　　東京芸術大学大学院音楽研究科修士課程終了 

昭和５３(1978)年　　野村賞受賞 

平成　３(1991)年　　「彩色計画Ｖ」で村松賞受賞 

  世界陸上東京大会開会式第 2部音楽監督に就任 

平成　４(1992)年　　「歓ばしき知識の花園Ｉ b」で文化庁舞台芸術奨励賞受賞 

平成　６(1994)年　　アジア競技大会広島大会開・閉会式の音楽部門を担当 

平成１３(2001)年　 「日本製ロッシニョール Op.29」で国際音楽祭（World Music Days）

2001(国際現代音楽協会主催）入選 

平成１４(2002)年　 「帯／一体何を思いついた？」で国際音楽祭（ World Music Days）

2002入選 

平成１５(2003)年　 「誓えれば…の注解」でアジア音楽祭 2003入選 

現　　　　　　在　 北海道教育大学　准教授 

　　　　　　　　 PMF評議員 

  日本現代音楽協会理事


